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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 9月 29日 (2005.9.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 　 【 請 求 項 １ 】
　 コ ー ド 分 割 多 重 ア ク セ ス 通 信 シ ス テ ム に て を 送 信 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 前 記 信 号 の 第 １ 偏 波 を 送 信 す る 工 程 、 及 び
　 （ ｂ ） 前 記 信 号 の 第 ２ 偏 波 を 送 信 す る 工 程 を 具 備
　

こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　
　 前 記 第 １ 偏 波 は 前 記 第 ２ 偏 波 に 直 交 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 信 号 の 第 １ 偏 波 は 、 前 記 信 号 の 偏 波 に 対 し て 異 な る 時 間 オ フ セ ッ ト を 有 し て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】
　

　 　 【 請 求 項 ５ 】
　

信 号
第 １ ア ン テ ナ か ら
第 ２ ア ン テ ナ か ら し 、

前 記 信 号 の 第 １ 偏 波 は 、 前 記 信 号 の 第 ２ 偏 波 と は 異 な る 偏 波 方 向 及 び 異 な る 方 向 で 送 信
さ れ る

第 ２

１ 組 の マ ル チ パ ス コ ピ ー に よ り 信 号 を 受 信 す る シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 １ 組 の マ ル チ パ ス コ ピ ー に 応 答 し て 、 前 記 マ ル チ パ ス コ ピ ー に 対 応 す る １ 組 の 第 １
偏 波 を 発 生 す る 第 １ 偏 波 受 信 シ ス テ ム と 、
　 前 記 １ 組 の マ ル チ パ ス コ ピ ー に 応 答 し て 、 前 記 マ ル チ パ ス コ ピ ー に 対 応 す る １ 組 の 第 ２
偏 波 を 発 生 す る 第 ２ 偏 波 受 信 シ ス テ ム と 、
　 前 記 マ ル チ パ ス コ ピ ー に 対 応 す る １ 組 の 第 １ 偏 波 及 び 前 記 マ ル チ パ ス コ ピ ー に 対 応 す る
１ 組 の 第 ２ 偏 波 に 応 答 し て 、 第 １ の ソ フ ト 決 定 デ ー タ を 発 生 す る 第 １ 復 調 シ ス テ ム 、 及 び
　 前 記 マ ル チ パ ス コ ピ ー に 対 す る １ 組 の 第 １ 偏 波 及 び 前 記 マ ル チ パ ス コ ピ ー に 対 す る １ 組
の 第 ２ 偏 波 に 応 答 し て 、 第 ２ の ソ フ ト 決 定 デ ー タ を 発 生 す る 第 ２ 復 調 シ ス テ ム 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。

前 記 マ ル チ パ ス コ ピ ー に 対 す る １ 組 の 第 １ 偏 波 及 び 前 記 マ ル チ パ ス コ ピ ー に 対 す る １ 組
の 第 ２ 偏 波 に お け る 特 定 マ ル チ パ ス コ ピ ー の 時 間 オ フ セ ッ ト を 識 別 す る サ ー チ ャ ー を 更 に
具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の シ ス テ ム 。



　 　 【 請 求 項 ６ 】
　

　 　 【 請 求 項 ７ 】
　

　 　 【 請 求 項 ８ 】 　
　

　 　 【 請 求 項 ９ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 動 作 中 に 、 ア ン テ ナ シ ス テ ム ７ ０ は 基 地 局 ２ ２ か ら 左 傾 斜 及 び 右 傾 斜 Ｒ Ｆ 信 号 を 受 信 す
る 。 Ｒ Ｆ 受 信 器 は こ れ ら の 信 号 を 濾 波 、 周 波 数 減 少 変 換 、 デ ジ タ ル 化 し 、 サ ン プ ル ８ ６ を
発 生 す る 。 サ ー チ ャ ー 及 び コ ン ロ ー ル シ ス テ ム は サ ン プ ル ８ ６ を 受 信 し 、 信 号 を 変
調 す る と き に 用 い た Ｐ Ｎ コ ー ド を 使 用 し て 繰 り 返 し オ フ セ ッ ト サ ー チ を 行 い 、 図 ２ の 信 号
６ ０ ， ６ ０ ａ 、 ６ ２ 及 び ６ ２ の 各 到 着 時 間 を 判 断 す る 。 信 号 ６ ０ ， ６ ０ ａ 、 ６ ２ 及 び ６
２ の 各 到 着 時 間 が 判 断 さ れ る と 、 サ ー チ ャ ー 及 び コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム ７ ８ は 、 信 号 ６
０ ， ６ ０ ａ 、 ６ ２ 及 び ６ ２ を 右 傾 斜 サ ン プ ル ８ ６ 又 は 左 傾 斜 サ ン プ ル ８ に て 、 対 応
す る 各 到 着 時 間 に 、 制 御 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 用 い て 処 理 す る よ う 復 調 器 ８ ０ ａ ～ ｃ を 指 示
す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 適 実 施 例 に お い て 、 復 調 器 ８ ０ ａ ～ ｃ は Ｐ Ｎ 拡 散 コ ー ド 及 び ウ ォ ル シ ュ (Walsh)チ ャ
ネ ル コ ー ド を 用 い て サ ン プ ル を 復 調 す る 。 こ れ ら の コ ー ド は Ｉ Ｓ － ９ ５ 標 準 及 び 関 係 す る
各 到 着 時 間 （ オ フ セ ッ ト ） に 従 っ て 構 成 及 び 発 生 さ れ る 。 ま た 、 復 調 器 ８ ０ ａ ～ ｃ は 時 間
追 跡 (tracking)を 行 い 、 各 到 着 時 間 の 変 動 を 調 節 す る 。 復 調 器 ８ ０ ａ ～ ｃ に よ る 復 調 は 、
結 合 器 ８ ２ に よ り 受 信 さ れ る ソ フ ト 決 定 デ ー タ を 発 生 す る 。 結 合 器 ８ ２ は ソ フ ト 決 定 デ ー
タ を 結 合 し 、 加 算 さ れ た ソ フ ト 決 定 デ ー タ を 生 成 し 、 こ の デ ー タ は デ コ ー ダ （ 図 示 さ れ ず
） に よ り 受 信 さ れ る 。 デ コ ー ダ は ソ フ ト 決 定 デ コ ー ド を 行 い 、 ハ ー ド 決 定 デ ー タ ９ ９ を 発
生 し 、 こ の デ ー タ ９ ９ は デ ー タ 操 作 又 は 音 響 ト ー ン 等 の 更 な る 処 理 に 使 用 で き る よ う に な
る 。 ト レ リ ス (trellis)又 は ビ タ ー ビ （ Ｖ ｉ ｔ ｅ ｒ ｂ ｉ ） で コ ー デ ィ ン グ を 含 む 様 々 の デ
コ ー ド 法 が 知 ら れ 、 本 発 明 に 適 用 で き る 。
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前 記 サ ー チ ャ ー は 更 に 、 前 記 マ ル チ パ ス コ ピ ー に 対 す る １ 組 の 第 １ 偏 波 又 は 前 記 マ ル チ
パ ス コ ピ ー に 対 す る １ 組 の 第 ２ 偏 波 の ど ち ら か を 復 調 す る よ う 、 前 記 第 １ 復 調 シ ス テ ム 及
び 前 記 第 ２ 復 調 シ ス テ ム を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の シ ス テ ム 。

コ ー ド 分 割 多 重 ア ク セ ス 信 号 を 送 信 す る シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 信 号 の 第 １ 偏 波 を 第 １ ア ン テ ナ か ら 送 信 す る 第 １ 無 線 周 波 数 処 理 ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 信 号 の 第 ２ 偏 波 を 第 ２ ア ン テ ナ か ら 送 信 す る 第 ２ 無 線 周 波 数 処 理 ユ ニ ッ ト を 具 備 し
、
　 前 記 信 号 の 第 １ 偏 波 は 、 前 記 信 号 の 第 ２ 偏 波 と は 異 な る 偏 波 方 向 及 び 異 な る 方 向 で 送 信
さ れ る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。

前 記 第 １ 偏 波 は 前 記 第 ２ 偏 波 に 対 し て 直 交 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の シ
ス テ ム 。

前 記 第 １ 無 線 周 波 数 処 理 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 信 号 の 第 １ 偏 波 を 第 １ 時 間 オ フ セ ッ ト で 送 信
し 、
　 前 記 第 ２ 無 線 周 波 数 処 理 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 信 号 の 第 ２ 偏 波 を 第 ２ 時 間 オ フ セ ッ ト で 送 信
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の シ ス テ ム 。
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【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 従 っ て 構 成 さ れ た 加 入 者 ユ ニ ッ ト ２ ０ の 受 信 処 理 部 を 示 す
ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 右 傾 斜 ア ン テ ナ シ ス テ ム ２ ７ ０ 及 び 左 傾 斜 ア ン テ ナ シ ス テ ム ２ ７ ２ は
Ｒ Ｆ 信 号 を 受 信 し 、 こ の 信 号 は Ｒ Ｆ 受 信 器 ２ ７ ４ 及 び ２ ７ ６ に 提 供 さ れ る 。 Ｒ Ｆ 受 信 器 ２
７ ４ 及 び ２ ７ ６ は 復 調 器 ２ ８ ０ ａ ～ ｃ 及 び サ ー チ ャ ー 及 び コ ン ト ロ ー ラ ２ ７ ８ に 接 続 さ れ
て い る 。 復 調 器 ２ ８ ０ ａ ～ ｃ は サ ー チ ャ ー 及 び コ ン ト ロ ー ラ ２ ７ ８ 及 び 結 合 器 ２ ８ ２ に 接
続 さ れ て い る 。 ３ つ の 復 調 器 ２ ８ ０ が 示 さ れ て い る が 、 ４ 又 は そ れ 以 上 の 数 の 復 調 器 の 使
用 も 本 発 明 に 含 ま れ る 。 右 傾 斜 及 び 左 傾 斜 ア ン テ ナ シ ス テ ム ２ ７ ０ 及 び ２ ７ ２ と し て 示 さ
れ て い る が 、 加 入 者 ユ ニ ッ ト の 代 表 的 な 移 動 性 に よ り 、 ア ン テ ナ シ ス テ ム の 絶 対 的 な 偏 波
特 性 は 変 化 す る が 、 相 対 的 な 偏 波 特 性 は 変 化 し な い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 サ ー チ ャ ー ２ は 右 傾 斜 サ ン プ ル ２ ８ ６ 及 び 左 傾 斜 サ ン プ ル を 受 信 し 、 そ の 信 号 を 変
調 す る と き に 用 い た Ｐ Ｎ コ ー ド を 用 い て オ フ セ ッ ト サ ー チ を 繰 り 返 し 実 行 し 、 図 ２ の 信 号
６ ０ ， ６ ０ ａ 、 ６ ２ 及 び ６ ２ ａ の 各 到 着 時 間 を 判 断 す る 。 信 号 ６ ０ ， ６ ０ ａ 、 ６ ２ 及 び ６
２ ａ の 各 到 着 時 間 が 判 断 さ れ る と 、 サ ー チ ャ ー ２ ９ ０ は 信 号 ６ ０ ， ６ ０ ａ 、 ６ ２ 及 び ６ ２
ａ を 、 対 応 す る 各 到 着 時 間 に 制 御 イ ン タ ー フ ェ ー ス ２ ７ ２ を 用 い て 、 右 傾 斜 サ ン プ ル ２ ８
６ 又 は 左 傾 斜 サ ン プ ル ８ ８ の ど ち ら か に お い て 処 理 す る よ う 復 調 器 ２ ８ ０ ａ ～ ｃ を 構 成 す
る 。 好 適 実 施 例 に お い て 、 復 調 器 ２ ８ ０ ａ ～ ｃ は Ｉ Ｓ － ９ ５ 標 準 及 び 対 応 す る 各 到 着 時 間
（ オ フ セ ッ ト ） に 従 っ て 構 成 及 び 発 生 さ れ る Ｐ Ｎ 拡 散 コ ー ド 及 び ウ ォ ル シ ュ チ ャ ネ ル コ ー
ド を 用 い て サ ン プ ル を 復 調 す る 。 更 に 、 復 調 器 ２ ８ ０ ａ ～ ｃ は 時 間 追 跡 を 行 い 、 各 到 着 時
間 の 変 動 を 調 節 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 従 っ て 構 成 さ れ た セ ル ラ 電 話 シ ス テ ム の 一 部 を 示 す 簡 略 ブ
ロ ッ ク 図 で あ る 。 基 地 局 ２ ２ は 基 地 局 コ ン ト ロ ー ラ ２ ４ に 接 続 さ れ 、 こ の コ ン ト ロ ー ラ ２
４ は 電 話 交 換 ネ ッ ト ワ ー ク （ Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ ） に 接 続 さ れ て い る 。 Ｐ Ｓ Ｔ Ｎ は 従 来 の 有 線 電 話 ネ
ッ ト ワ ー ク で あ る 。 図 示 さ れ る よ う に 、 加 入 者 ユ ニ ッ ト ２ ０ は Ｒ Ｆ 信 号 を 加 入 者 ユ ニ ッ ト
２ ０ に 送 信 し 通 信 を 行 う 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 加 入 者 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 右 傾 斜 信 号 ３ ６ ０ 及 び 左 傾 斜 信 号 ３ ６ ０ ｂ と し て 示 さ れ る ２ つ
の 直 交 偏 波 フ ォ ワ ー ド リ ン ク 信 号 を 、 ア ン テ ナ シ ス テ ム ３ ６ ２ 及 び ３ ６ ４ か ら 発 生 す る 。
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こ れ ら の 信 号 は デ ジ タ ル ユ ニ ッ ト ３ ６ ５ か ら 受 信 さ れ た デ ジ タ ル 信 号 に 応 答 し て 、 加 入 者
ユ ニ ッ ト ２ ０ の 一 部 で あ る ２ つ の 分 離 ア ン テ ナ に よ り 送 信 さ れ た 信 号 で あ る 。 こ の デ ー タ
は デ ジ タ ル 音 声 の よ う な 外 部 ソ ー ス か ら 受 信 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 右 傾 斜 信 号 ３ ６ ４ は 樹 木 ６ １ を 反 射 し 、 マ ル チ パ ス 信 号 ３ ６ ２ ａ を
発 生 し 、 左 傾 斜 信 号 ３ ６ ２ は 建 物 ６ ３ を 反 射 し マ ル チ パ ス 信 号 ３ ６ ２ ｂ を 発 生 す る 。 当 分
野 で 知 ら れ る よ う に 、 反 射 は 既 に 偏 波 し た 信 号 を 変 形 、 又 は 偏 波 し て い な い 信 号 に 偏 波 性
を 加 え る 。 基 地 局 ２ ２ は 信 号 ３ ６ ０ 、 ３ ６ ０ 、 ３ ６ ２ 及 び ３ ６ ２ を 受 信 し て 受 信
復 調 を 行 い 、 送 信 デ ー タ を 抽 出 す る 。 本 発 明 の 一 実 施 例 に お い て 、 基 地 局 ２ ２ は 信 号 ３ ６
０ ３ ６ ０ 、 ３ ６ ２ 及 び ３ ６ ２ を 、 結 果 的 に 生 じ た 幾 ら か の マ ル チ パ ス を 濾 波 す
る 特 定 偏 波 性 を 有 す る ア ン テ ナ シ ス テ ム を 介 し て 受 信 す る 。
　 図 ６ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 加 入 者 ユ ニ ッ ト ２ ０ と 通 信 す る た め に 構 成 さ れ た 基 地
局 ２ ２ の 受 信 処 理 シ ス テ ム の 一 部 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 基 地 局 ２ ２ に お い て 、 セ ル サ
イ ト モ デ ム （ Ｃ Ｓ Ｍ ） ８ ４ が ア ン テ ナ シ ス テ ム に 接 続 さ れ て 示 さ れ て い る 。 こ の ア ン テ ナ
シ ス テ ム は 右 傾 斜 ア ン テ ナ １ ７ ０ 及 び 左 傾 斜 ア ン テ ナ １ ７ ２ な ら び に Ｒ Ｆ 受 信 器 １ ７ ４ 及
び １ ７ ６ か ら 構 成 さ れ て い る 。 代 表 的 に 、 基 地 局 は 図 ５ の 信 号 ３ ６ ０ ， ３ ６ ０ ａ 、 ３ ６ ２
、 ３ ６ ２ ａ の よ う な １ 組 の 信 号 を 受 信 す る 。 図 示 す る よ う に 、 基 地 局 は 加 入 者 ユ ニ ッ ト ２
０ か ら 送 信 さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 の ３ つ の 例 又 は 発 生 を 受 信 す る 。 １ 例 は
直 接 経 路 で 受 信 さ れ る 。 他 の 例 は 樹 木 ６ １ を 反 射 す る 。 第 ３ の 例 は 建 物
６ ３ を 反 射 す る 。 更 に 、 他 の 信 号 が 他 の 加 入 者 ユ ニ ッ ト ２ ０ か ら 送 信 さ れ 、 ア ン テ ナ １ ７
０ 及 び １ ７ ２ で 受 信 さ れ る 。
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３ ６ ０ ａ 又 は ３ ６ ０ ｂ
３ ６ ２ ａ ３ ６ ２ ｂ
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